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上 坂 一 郎
(第 1和) 抗菌性 Actinomycetalesの分散｡
全国各地の土壌試料143個から改変 Czapek寒天培地を用払､ Actinomycetalesの分離を行い,






舞2群 :その抗菌性が特異で､第 1,第 3の両群の何れにも属したV､もの｡
第 3群 :グラム陽性陰性両群に作絹するもの｡
上記の弊別とその培養性状との問には多少の関聯が認められる｡ 即ち,特に Organicmedia上に
於て第 1,第2群は椅して寮菌糸が豊富で乾燥し,白金耳を以て容易に胞子を演取 り得るに反し,第 3群




次に上記の抗菌性故線状菌 (Actinomycetales) の分斯学的検討を試みた結果､ 弟1,弟2群には















により著差のある事が確認せられたので､Czapek培地の輝度を10分の 1に稀釈 し､それに合有 され
る含水茨素の種栗頁及び濃度を苛重Jk変更して胞子形成能力を検した｡その轄具.Galactose(0.3%)､








に屈曲する｡ 有機培地に於ては前述の如 く培養の幼弱にか ゝはらす､菌糸の偉:残存するが､乳糖加改
変 Czapek寒天上に於ては堵葦5,6日頃より菌糸体の一部が離脱し､史にそれがバラバラに分裂する｡









培地､澱粉寒天培地に培養した時の集落の性放を数 日毎に観察､ 虞に窒素諒として ｢アスパラギン｣
硫酸安門,棺酸曹達,尿素,｢グ 1)ココ-ル｣｢L- ロイチン｣亜糖酸瞥達､茨素線 として ｢ソルビット｣
｢マンノース｣藤酸 ソ-ダ､ ｢アラビノ-ス｣ ｢マンニット｣ ｢ヂキスト1)ン｣ ｢クエン酸 ソ-ダ｣
｢キシロース｣ ｢マル トース｣ ｢イヌ1)ン｣ ｢パラフィン｣石衣駿を用ひその利用を検した｡






を輿-ない｡依って検定用培地として簡易ブイヨン (0.5% 肉エキス,0.5クo'ペプ トン.pH7.0)を用
払るのが適当である事を知った｡









(6)培養経過による抗菌力並に pH の推移 :本菌株を0.2%寒天加葡萄糖ブイヨンに培養すると
培地 pH は僅かに酸性に傾き,毒矢で pH の急激な上昇を来す｡pHの上昇にや 1遅れて､培地内に赤
褐色の色素が産生され菌暴落 も黄初茸色であったものが漸二大,赤褐色となる｡ これと前後して抗菌物
質は産生され始め, その最高贋は培地 pHが 8前後に達し､培地の着色が赤酒色となってから1日位




腸菌3200倍､パラチフスA薗3200倍,パラチフスB菌100倍, チフス菌 Boxhill株1600倍､ チフス菌
H901株1600倍,赤痢菌花房株1600倍､赤痢菌駒込 Bl杵100倍､牌腹症菌1600倍､枯草菌100倍である｡更
にブ ドウ球菌 8株に対す る抗菌力を検するに寺島株の感受性は被槍筒中の中間位に位置 し,特に鋭敏で
あるとは言はれない｡攻に大腸菌に対する=抗菌力 (C)とブ ドウ球菌寺島株に対する抗菌力 (S)との
166










〔本帝の要 旨は帝22回日本細菌学食絶食 (昭和24年)及び 日本--シ17ン学術協議魯関西支部雰8回研究食に於て
発表 したoその詳細は難詰 ｢--シ 1)ンその他抗生物質｣に淘我の予定o〕
(第 5報)培養液より抗菌物質の抽出｡
培萎液 より抗菌物質を抽出するに当 り兜づ耐熱性､ 各稜溶媒に対する溶解性､吸着剤への吸着等を
検討 したo




(2)溶解性 .' ｢エ-テル｣､｢キシロール｣､ ｢ベンゼン｣､ ｢トルオ-ル｣,｢ア ミルアルコ-
ル｣､石油 ｢--テル｣に壬容解しないO
(3)吸着膏TJ-の吸着 :先づ活性衆-の吸着を検した｡培養液のpHを2.2より8迄睡}{に変へて､
活性衆0.5%及び 1,06を加へ抗菌物質及び､培地円色素の吸着を検した｡ 抗菌物質は pH5乃至 7に
於て殆んど先金に吸潜されるが､pHがそれ以上或はそれ以下になると吸着 されに くくなる｡培地内色
素はpHの低い程 よく吸三着される｡ 攻に碇藻土を開いて同左麦の実験を行ったが,抗菌物質の吸弄.は活
性衆に比してや 1劣るが.それでも1%では95%以上吸着 される｡併しpHが 2になると吸着 されに








(5)活性宋 よりの溶出方法 :抗菌性物質を吸着した活性茨をpH5-6の蒸滑水で洗源 しても､洗
源液中に溶出する抗菌性物質は極めて御畳であった.
攻に溶出斉TJtしては,2,3の溶媒について検討した結私 現在の弘 志 塩酎 ロメクノ-ルを恥 て
いるが.侍 この点については充分な検討を行V､たV､と考-ている｡ それは轄卜完全に溶出するに5-6回
捧班を繰返-さなければならないからである｡











































80万倍,大腸菌80万倍､赤痢菌花房株80万倍,牌腹症菌 40万倍.枯草菌 10万倍であった｡ 又抽出
物の場合 もC/S(第4報参照)が時によt)著 しく変動するo













先づ抽出物 (粗製塩酸塩)を90% ｢メタノ-ル｣に音容解し,苛性曹達で pH6.3となし,生じた沈澱
と上清 とを別け各々の抗菌力を測定した｡ その結:泉,両者共､略Jk同等の抗菌力を有 して居た○そこ
で上清と沈澱 (90%メタノ-ルに溶解)とを別,kにク1'マ 1.グラフ法で精製 L:た｡展開には80% ｢メ
タノール｣次で水を以てした｡アル ミナは Streptomycinの場合と同株に稀硫酸に浸漬し､水洗､乾
燥後使用した○その結果､ Streptomycinの場合とは反対に ｢メクノール｣展開の分層には殆んど抗
菌力を有せず､水で展開した分層に抗菌力を有 して居た｡ 然し､原液の抗菌力に比 しては極めて御貞盛
で恐らく大部分の抗菌物質は ｢アル ミナ｣に吸着されたまま残存して居るものと思考された｡ この抗
菌力ある分層をまとめて､減圧膿縮後.メタノ-ルを以て再結晶を行払,白色の結晶を得た｡ このも
のはブ ドウ球菌､大腸菌に対 し抗菌力を有して居たO




〔伶本瀞 の詳細は牲誌 ｢ノミ-シ 1)ンその他抗生物質｣に掲載の予定｡〕
ツベルク リン特にその製法の再槍討
白 石 正 雄
緒 言
1)2)





オ リン吸著法による精製 ｢ツ｣,BoquetetSandorの憐タングステン酸 ｢ツ｣があり, Seibertの8)
PPD はひろく使用せられている｡最近 Corper等は AutolyticTubrculin が ｢ツJ蛋白を多量に含9)1O)
有するとい~ぅ｡元来 コツホの旧 ｢ツ｣はグ .)セ.)ンブイヨンに人型菌或いは年型菌を6-8過又は 7-
10週或いは菌膜が液面をおうて､大体沈下しはじめる頃まで培養し,菌体とともに爆縮 して 1/10量に3)】1)
したものであるO しかし,グ1)セl)ンブイヨンの組成分である肉エキス､ペプ トンがすでに規格のき
